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独 文 内 容 の 要 旨

鳥居猛氏の主論文の内容は次の通りである｡

代数的 トポロジーとホモトビ-論において複素コボルディズム理論とその局所化理論であるBP一理論は主要な研究課題

であり,D.Quillenによりこれらの理論と形式群論の間の深い関連が発見されて以来,形式群論の立場からBP一理論の精練

な研究がなされている.特にMoravaK-理論K(n)辛,Johnson-Wilsonコホモロジー論E(n)辛,あるいは楕円コホモロジー

論等の重要な理論が構成され,それらが球面のホモトピー論に応用されている｡ MoravaK一理論K(n)*の形式群は,棟数

♪の有限体上の高さnのLubin-Tate群 (これは位相的K一理論の形式群が乗法群Gmであることの拡張)であり,また,こ

の形式群の完備局所環上でのUniversaldeformationの群がJohnson-Wilsonコホモロジー論E(n)*の形式群になってい

る｡形式群論の研究では,これらの形式群にlevelstructureを与えることにより,より精密な議論が展開され,Lubin-でate

群の場合,これは局所類体論の構成であり,高さ2のE(2)*の場合は保型形式のlevelstructureに対応する｡

levelstructureの与えられた形式群はDrinfeldにより,形式群を表現する環のある種のガロア拡大であることが知られ

ているO鳥居氏の目標は,このような構成をホモトピー論的に行うことである｡鳥居氏は,まず,基本可換♪一群Aの分類空

間BAと,上のようなコホモロジー論E*( )に対し,コホモロジー環

E*(BA)芸E*[[xh...,Xn]]/(払]xh… ,払]xn)

を考察した｡この環は零因子を持ち,係数環E*のガロア拡大の構成としては不適当である.環E*(BA)は行列環Mn(FP)

の作用を持つが,零因子の存在はMn(Fb)の特異部分の作用に起因する｡鳥居氏は基本可換9一群Aの真部分群達のなす半順

序集合の定めるTitz複体を巧妙に用いることにより,スペクトラムBAから線型群 GL(n,FP) に関し縮退する部分を除い

たスペクトラムFnを構成することに成功し,次の定理を得た｡

定理 E(n)*を高さT2の完備なJohnson-Wilsonコホモロジー論とする｡このとき,環E(n)*(Fn)㊤Qは係数環E(n)*の

ガロア拡大であり,そのガロア群はGL(n,Fp) である｡

鳥居氏はさらに,群GL(n,Fp) がスペクトラムFnにホモトピー的に作用することから,群 GL(n,Fp) のSteinberg表現

に対応するベ与等元enによるスペクトラムFnの安定直和成分enFnが,Kuhn,MitchelおよびPriddyによって知られてい

た球面のPn次対称積とホモトピー同値であることを示し,それにより,スペクトラムenFnの通常コホモロジー群を決定し

ている｡このコホモロジー群はSteenrod代数において,長さがn以下の作用素達のなす加群と同型であり,従って,スペク

トラムenFnはSteenrod代数とE(n)一理論のIevelstructureを関連づけるものとして注目すべきものとおもわれる.

姶 文 * 糞 の 結 果 の 要 旨

鳥居猛氏の主論文における研究の動機および背景は次の通りである0

階数mの基本アーベルP群 (Z/PZ)mの分類空間B(Z/pZ)mの安定ホモトピー型の研究は特に球面の安定ホモトピー群の
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研究に関連する重要な課題であるo m-1の場合は,Kahn-Priddyの定理等の深い結果が知られているが,m≧芦の場合は

計算の困難さからあまり多 くのことは知 られていないoa(Z/pZ)mの安定ホモ トピー型の一般論としては,行列環Mm

(FP)の各既約モジュラ-表現に対応する群環 FP[Mm(FP)〕のべき等元eiiこ関するテレスコープXi達による安定分解B(Z/

pz)m-～>xiが存在することが知られている｡従って,B(Z/PZ)mの安定ホモトピー型の研究は,各既約成分Xiの安定ホモ

トビ-型の研究に帰着される.Mm(F♪)の既約モジュラー表現達の中で,Steinberg表現は唯 1つの射影的表現であり,その

性質が良く知られている｡このため,対応するB(Z/pZ)mの成分はKuhn,Mitchell,Priddy等により通常コホモロジー論に

関する多くの研究がなされている.一方,HopkinS,Miller,Morava等によって,分類空間B(Z/pZ)桝のBP一理論的研究の

重要性が認識されてきた｡

鳥居氏は参考論文において,巡回p群 Z/〆Zの分類空間BZ/prZから,球面スペクトラムへの転入写像 (transfermap)の

ファイバーF,を考察し,次の結果を得た｡K(n)書をp-進MoravaK理論とするとき,環K(n)0(F,) はWitt環K(n)0-

W Fg"の分岐拡大を与えるoこの結果は局所構体論のホモトピー論的構成を与えるものであり･大変意義がある.また,Mor-

avaK理論を係数環の分岐拡大した上で考察することにより,より深い理解が得られ,いくつかの応用も得られている｡

鳥居氏は主論文において, この手法をJohnson-Wilsonコホモロジー論E(n)* に適用した｡Johnson-Wilsonコホモロ

ジー論では,その係数環E(n)*のKrull次元は正であり,いわば,高次元の局所類体論に対応する問題である｡また,n-

2のときは大域的な保型形式のレベル構造に対応する問題であり,数論の問題としても困難な問題であ.代数的にはE(n)*

のレベル構造は対応する形式群への基本ア-ベルb群 (Z/PZ)nの埋め込みで与えられるO従って,そのホモトピー論的構成

は分頬空間B(Z/pZ)nのE(n)理論が出発点であることは想像されていたOしかしながら,分類空間B(Z/PZ)nの構成を巧

に修正し,レベル構造の完全なホモトピー論的構成を行ったことは鳥居氏の独創的なアイデアによるものである｡

よって本論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認め,合格と判定 した｡
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